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1． 仏伝につ い て

　TathfigatajanmEvadanamEla（『如 来出生 ア ヴ ァ ダ
ー

ナ
・

マ
ー

ラ
ー
』）， 通称 Padya −Lalita−

vistara （略語 P−Lal） は ネパ ー ル 土着 の 梵語 仏伝 文 献の 一 つ で あ り， 複数 の 梵 文 資

料 を源泉 と して 韻文で 改作 され た avadanamala 文献の
一

つ で あ る ．

　最近 ， 岡野潔 は第 1章 と第8章の 校訂 ・和訳 を発表 した
1）
．筆者も3本の ネパ ー

ル 写 本 を使 用 して こ れ まで に P −Lal 第 16 章か ら第 19章 ま で の 校訂作業 を進 め ，

今 回 は P−Lal第 17章 「JinlLarogigatasudarSanaratiragavighatana」に つ い て 報告する ．

2 ． 概要

第 17章 （240偈）の 筋書 き とそ の 概 要を表に まとめ て み た ．
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3 ． 源泉資料の 検討

1

1

．
　
・

n

δ

高

δ

必ず 出家す る で あろ う」

子 の 所在 を問 う以下 の よ うな対話文が ある．

． Lal 源 泉

．1 ． 第 17章の 第 2−10偈で シ ュ ッ ドー ダナ 王 は夢の こ とを思 い
， 「息子 は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考 えて 落胆 した ． そ して 内宮 に赴 き， 待者 を呼 び
，

王

etat 　svapnapravrtt 巨ntalp 　Srutv巨 ≦uddhodano 叫 pa紅1　putro
’

ya卑 pravr司en 　nUnam 　iti　dhyatv 五

vyaSidata112 　tata虹sa　janako　r勾互putrasarPdarSanotsukaり／samant 司ana 　utthaya 　dRltam　anta りpure
「
carat 〃3　tatra　sa　samup 訌vi 畢tah　samantato 　vilokayan ！k巨且cukiyarp 　sam 互mantrya 　papracchaiva珥

sam5dar 五t〃4　asti　bho　k5ficUkiy盃tra　nandano 　me 　kUh5≦ri紬 ！tan　m 櫨 ha叩 dra爭婁um 互yami 　tan　me

sa 卑 darSay盃tmajam 〃5　 iti　r勾贓 sam 盃di＄ta卑 k盃houkiyo 　niSamya 　sah ！asti　ta 巨tmajQ 　r旬ann

atr巨gaty亘bhid埒yat巨m ！／6　iti　tenodita 叩 9rutv巨 ≦uddhodanah 　pit5　nτpah！sahas 亘 samupasptya 　tam

巨tm 句am 　apaSyata 〃7　drStv互 dhy五n 五bhisa加 rakta 取〕 ratisambhoganihsprham ！putra1η tam 　sucira 珥

pa6yan 　manasaivalp 　vyacintayat 〃8　Etmajo
’
yalp　mah 蕊sattvo 　virakto 　rajyanihsp ；hah／

tathabhiniSkramen 　nttna 卑 yath盃 svapne
’
bhidrSyate〃9　iti　dhy且tv互sa　r麺endra 　up 蕊s＃ya　tam 巨t勾am ／

訓 血gya　Sirasi　ghratv巨　tyaktaSrur　evam 　abravit 〃10

　　以 上 の 内容 を吟味する と ， Lal第 14章の 冒頭の 散文 を参考 に して 編集 され た

こ とが 判 明す る． Lal 第 14章の 冒頭の 文 は次の 通 り二

　　iti　hi　bhik＄avo 　bodhisattvah　sapPcoditah 　san 　tena　devaputrepa　raj　fiahきuddhodanasyemalp 　svapnam

　　upadarSayati 　srna ．　yad　raj　a　Suddhodanah　suptah 　svapnfintaragato
’
dr互k＄it，　bodhisattva叩 r互trau

　　pra甜 nt 訌y巨m 　abhini 寧kramantalp 　devaga 寧aparivrta 甲 abhini 寧kramya 　pravrajitalp　c盃dr互k串it

　　k巨Sayavastrapr窃vptaip ．　sa　prativibuddhah　tvaritarp　tvaritarp　k5ficukiyarp　parip；cchati 　sma ．　kaccit

　　kum 互ro
’

ntahp1 皿 e （
’

sti）．so
’

vocad ，　 asti　deveti．　tate　rajfiah 　6uddhodanasy 且nta 匚bpu］re　Soka6alye

　　hrdaye　
’

nupraviSto
’bhUd

，
　abhini 写krami 爭yati　avaSyarp 　kum 巨ro ．　yag　cem 巨ni　pUrvanimitt5ni

　　sa 叩 d靭 ante 　sma ．（外薗，　 p．　670）
2）

　　両 文 を比 較 して み る と ， 表現 は 違 っ て い るが 「王 の 心 配 」 と 「待 者 との 会 話 」

とい う物語の 大 筋が
一

致 して い る こ とは明 らか で ある．

3 ．1，2 ， La1 第 14章で は菩薩が 園林地 に行 く前 に王 の 命令 に よ っ て 町 と道 を

浄化 し美化する こ とを詳 し く記 して い る． よ く似 た 内容 は P−Lal 第 17章に も存

在する．

1．窃114：tato　r司巨 忌uddhodanah 　snehabahum 巨nabhy 互卑 bodhisattvasya　nagare 　ghapt巨vagho 寧ap 互卑

karayati　sma ．　saptame 　divase　kumara　udy 五nabh 口mi 颯 ni 爭krami爭yatiti　subhilmidarSan5ya ，　tatra

bhavadbhih　sarv5man5pEni 　c互panayitavy互ni ，　m 巨 kum 巨rah 　pratik畆alp 　paSyet，　sarvaman 互pani
copasa 叩 hartavy巨ni 　vi 爭ayfibhiramy 巨ni 。　tataりsaptame 　divase　sarva 甲 nagaram 　ala脚 ta単 abh 軌 ，
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　 udyEnabh 亘mim 　upaSobhita 卑 　nan 巨rahgadU §yavit五nikptam 　chattradhyajapatak 蚕samalarpkptarp
，
　yena

　 ca　m 互rgeqa 　bodhisattvo　
’
bhinirgacchati　sma ．（外 薗，　 p．672）

　 P −1．al ： tatah　sa　janako　r司訌 matvStmaja41 　prabodhitam ！amityarp 　samup 巨mantrya 　sampa6yann

　 evam 　2diSat〃59　a 皿 飢 ya　yuvarajo
’
yam 　udy 百nalp 　gantum 　jcchati！tatpathi 　sarnalaipkFtya

　 ghaptEgho＄am 　prac巨raya 〃60　iti　rfijfi巨 sam 訌di＄taiη 忌rutv 巨m 巨tyas　tatheti　sah 　f　sahasa 　nagare 　m 巨rge

　 sarvatah 　sama ≦Qdhayat 〃61　tato　dhvajapat巨k巨di　samala 卑 krtya　sarvatah ！tatr巨pi　pramadody 互ne

　 samaiamabhyakarayat 〃62　tatas　tajjanam 　ahUya 　r翫j茄 di爭ta1τL　tathEvadat！sadho 　gha4tam

　pra啅 dyaivarp　sarv5r 皿 lok五n　prabodhaya！！63　tad　up 巨d敏 am 巨karpya　tatheti　sa　prabodhitah　f［llOaコ

　 ghaロ垣卑 fidfiya　tatr巨6u　sasah 互yo　mud 巨carat 〃64　tato　ghaロt知 praロ巨ditv蕊sarvatra　nagare 　yath互 1

　 呵 且互 dl写talη tathEkhyiya 　sarvE 叩 l　lokEn　vyan 互dayat！／65　Srim互n　sarv 巨rthasiddho
’
ya叩 yuvar巨jo

　 nrp5tmajah ！ito’hni　saptame 　dra＄婁um 　udy 巨ne 　pramade 　vraj　et 〃66　tad　atr互bhavyavastUni　sth 窃py互ni

　 m 巨　purah　kvacit1　mahgaly 互ny 　eva 　vastUni 　sth 五paniy巨ni　sarvatalp 〆／67

　 両者 を比 較 して み る と， 王 子 の 園林 地 に行 くこ とを聞い て 「鐘 を鳴 らして
， 道

路 を美化す る」 とい う筋書 き は
一 致 して い る． しか し ，

P −Lal で 「鐘 を鳴 らす 」

王 の 命令 を伝 えて ゆ く場 面 は Lal よ り詳 し く描写 され て い る． 即ち王 か ら大 臣 ，

大 臣か ら園林 の 待 者 ， 待者 か ら市民 へ 次第 に伝 え られ て ゆ く． P−Lal の 作 者 は 源

泉文の 構 造 を模倣 して ， 増広 して も違和感が ない よ うに 配慮 しなが ら ， 新 しい 文

を織 り込 ん で い る． こ の 増広の 手法は P−Lal の よ うな avadfinamfila 文 献 で 常用 さ

れ て お り，
avaddnamE15 文献 が 増広 され た形 に な っ た 一 つ の 主 要 な原 因で あ る と

思 われ る． そ れ に対 して ，
Lal の 具 体的 な記述 を ［61−62］ の よ うに 簡略化 した，

3 ．2 。 Bc 源泉　　P−Lal 第 17章の 第 69偈一 第 135偈 ， 第 137偈一 第 239偈 は
，

馬 鳴 （A6vagho動 の 作で あ る Bc の 第 3 章 と第 4章 の 丸 ご と借用 （た だ し細 部の 違

い が あ る） とい え る ほ ど
一

致 して い る． 前表で 示 した よ うに ，
P −La1 の 作 者 は Bc

の 第 3章， 第 4 章 に 相 当す る 部分 の 後で ，
二 つ の 詩節 ［136］， ［240］を作 っ た，

P −La1 の 作 者 は文 の 全 体 を考 え て詩 節 の 問 の 繋 が りと文末 の 終結 の 役 割 を果た そ

うと して ， こ の 二 つ の 新 詩 節 を作 っ た よ うで あ る． 第 17章 の Bc 借 用 文 に 関す

る 比 較研 究を別 の 論文に 譲 り，
こ こ で は結論 だけ を述べ る ， 第 17章 の Bc の 借

用 文 を CQwen （1893年） と Johnston （1936年）
3）

が 公 刊 した Bc の 校訂 文 と比 べ て

み る と言葉 の 違 い ，
一

部 画 da の 違 い
， 丸

一 偈 の 違 い が 存在 す る だ けで は な く，

Bc に は存在 しない 偈まで 現 れ て い る． 同 じ偈の 異読 に基づ い て 判断す る と P−Lal

の 作者の 使用 した Bc の 写本 は Cowell や Johnstonが使 用 した 写本 と異 なる ． それ

は Cowell と Johnston の 両者 の 使 用 した 写本 の 中 間 に位 置す る 系統の 写本 と思 わ

れ る．
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4 ． 作者の 創作文

　P−Lalで は文献源泉 が 明 らか な 文が 存在す る と同時に作者の 創造 に よ る文 も大

量 に存在す る． P−Lal 第 17章の シ ュ ッ ドー ダ ナ王 の 「説得文」（4．1．と 4，3．を除 く）

は
一例 （10−58）で ある． 以 下 は内容の 概要で あ る。

4 ．1． 息子 の 苦 しみ の 理 由を 聞い て ， 望 み が あれ ば 国土
，

王権 さ え も譲 る と 申

し出 した （10−14）．

4 ．2 ．バ ラ モ ン 教の 思想 と論 説に 基づ い て
，

王 は ［samsara （iharma］， ［r5jadharma ］，

［kama］， ［faga］， ［kUladharmaコ， ［rEgacaryavrata ］ な どの 教 説 を立 て て
， 息子 に婦

人 と ともに ， 欲望 を享受 して 楽 しむ こ とを勧め た （15−24）．

4 ．3 ． 恵 まれ た環境 ， 即 ち歓喜林 ，
三 時殿 で 婦 人の 群 と と もに 戯 れ て 快 楽 に暮

らすこ と （25−29）．

4．4 ． 六 道 に 生 きる生類の 「愛欲の 享受」 に お ける 共通性 を指摘 して
， 善趣 で

も ， 悪趣 で も， 種姓 が異 な っ て も女性 との 愛楽の 享受 は 同様で あ る こ とを列挙 し

て 息子 を説得 した （3（F50）．

4 ．5 ． 「欲望 の まま， 妻を娶 っ て ， 若い 時に王 の 義務 を果た し， 家系の 定め に従

い
， 息子 を生 ん で 老い た 時 に王 権を子孫 に任せ て 解脱を 求め て

， 死 ぬ 時 ， 涅槃 を

得 て 仏 陀の 住 まい に到達す る」 とい うバ ラモ ン の 理想 的な生 き方 「四住期」 と仏

教徒の 在家的な死 に 方 を強調 した （51−58）．

　P−Lal の 作者 は古代印度の 社会制度 と思 想背景 を考 え て
，

シ ュ ッ ドー ダ ナ王 の

愛情が 溢 れ る 説得文 を作 り上 げた． 従 来の 仏 伝資料 の 記事 と比 べ る と， こ の 「説

得文」はバ ラ モ ン 教の 伝統的な要素を よ り
一

層加えて 新 しい 創作 に至 っ て い る．

　以 上 ，
P−Lal第 17章 の 初歩 の 研 究 で あ る．
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